
拝啓 N 様 

長周新聞 7/28 日、8/2 日付けの記事に不穏な状況を見たので連絡させてもらおうかなと思

いました。たぶん以前からそのような傾向にあることは分かっていました。特に選挙の時

はね。私も議員ですからマズイなと感じるんですよ。 

すでに私のホームページでも指摘していますが、資料を手に取って見た方がよく分かると

思いました。彼の最近の論文も同封していますので確認してください。間違いない事実で

す。 

7/28 日の下から 5 段目にも H 特性だと得々と書いています。一般の者には H 特性が何か分

かりません。そこで H 特性、A 特性、G 特性のグラフも同封しました。低周波の被害成分

を無視するためのトリックです。意味は、「聞こえない音は影響しない」という感覚閾値の

実験から来ています。 

3 つの特性グラフは、被害成分のある 0～20Hz を小さくしてしまうことで、ホントによく

似ているでしょう。 

それで新聞の見出しには、「風車騒音」と大きく書くのです。交通騒音と同じだとまで書い

ています。 

風力発電の低周波被害は、騒音被害ではありません。耳には聞こえない超低周波音が被害

成分を持って内耳に損傷を与えて起こす疾患です。汐見先生は、何度もそう言って説明し

てくれました。役場や行政は、それを否定して「騒音規制法」があるとか言ってきました。

本当は何の基準もないのです。作らないのです。だからグラフには 20Hz 以下はないでしょ

う。 

また下から 4 段目には、上半規管裂隙症候群の方が被害を受けやすいのだとしています。

新たな問題差し替えです。このようにして、いつも本質を見えなくするのです。環境省の

報告書で、「精神疾患の者」と書いた事と同じやり方です。苦情者(被害者)の方に原因があ

るんだ。自己責任だろ、と。だから差別してもいいんだよ、自分のせいなんだから、とい

うわけです。まったくの作り話に誘導します。悪辣、卑劣です。 

 

問題は、あたかも低周波被害の様子を、それらしく書いて、「私は分かっていますよ」とい

うような文面に仕上げていることです。 

風力発電の低周波被害を隠ぺい、否定する策略には、たくさんの事例があります。その一

つが反対運動を主導する環境運動家です。野鳥の会やグリーンピース、考える会などです。

私のホームページのトップにありますが、ドイツの環境運動家の動画には、「私たちは風力

発電が必要です」と盛んにアピールしています。被害は認められません。ネオナチと同じ

です。マルキシズム、ナチズムと同じです。日本の運動家も、そのイズムに狂っています。

日本の環境保護の現場では、「ドイツでは・」と言って、あたかもドイツが環境先進国であ

るかのような演説が繰り返されます。私も、どれだけ聞かされたことか。 



アホな連中です。自分で考えることができないのです。 

そして彼らは松井のような似非学者を神のように奉るのです。 

同封した検討員名簿には松井の名があります。その裏面には、窪田泰による意見がありま

す。窪田泰は、愛媛県出身で、東京で、「被害者の会」の代表だと自負しているものです。

気難しくて変わり者で、これまで環境運動家たちから目の敵にされて嫌われてきたもので

した。今は、私がやり玉に挙げられています。つまり、本当のことを言うと、環境運動家

たちは立場を失い、困るのです。窪田は汐見教の信者です。 

あと、山本節子が本当のことを言っているかな。女なので少し底が浅い気がしていますが、

それでも才女だと思います。永尾俊彦は風力発電被害をたくさん取材しながら残念な結果

になっています。根性がなかったんやね。ブログ『風の谷』には、彼らのアホさを暴いて

います。 

つまり、行政や業者が風力事業を進めるだけではなく、環境運動家たちがキメの細かい風

力発電礼賛と推進を計ってきました。伊豆でも、愛媛でも同じことでした。被害者と称し

ながら、風力事業に協力する狂った人がたくさんいました。そして汐見先生を迫害しまし

た。 

 

さて長周新聞です。8/2 日では、「環境被害の根拠学ぼう」としています。松井の議論は、

まるで破たんしているのに、何を聞き出そうとしているのか。いや、目的は反対派の懐柔、

相互理解なのだと思いました。コンプライアンス、というんでしょうね。有名大学の教授

ですから、それは神々しいことです。ちなみに、日本気象協会で、各地の風力事業を推進

している魚崎耕平も検討委員で、同窓、同年くらいだと思います。悪党です。 

このようなものにかかると、低周波被害に苦しみながら死んでいった被害者たちでさえ、

「風力発電には反対ではありません」と言うようになります。まるで魔法にかかったよう

になります。去年死んだ谷口愛子も同じことでした。「谷口語録」として記録しています。

猿回しのサルにされていました。あわれなものよ。 

 

N さんの周りは、すでに何重にも取り囲まれているでしょう。「まさかな」という人物が敵

と通じるスパイだった、ことなんて普通にあることです。だから阿倍首相派が大勝した。

風力発電で金儲けして喜ぶ奴がいます。人様を犠牲にすることなど何とも思わない。さら

に人の苦しむのを見て、大喜びする輩がいます。死者にまで、追いかけるようにして笑い

物にします。なんでこんなことが許されるのか、それが風力事業の怖さです。 

私はすでに誰からも拒否されています。言ってはならないことを言ったからでしょうね。 

数年前、白浜地区に風力発電計画があった時、もちろん私は追放、迫害されていますから、

誰も私の言うことを聞いてもくれませんし、完全無視でした。しかし一人の方が私のミカ

ン畑にまで来て、被害状況とファシズム化した社会現象？、たまたま東京から窪田泰が来

てくれたこともあって、詳しい話をして建設計画の撤回にまで至りました。その人はもと



もとは和歌山市の近くの方で、別荘を買って余生を過ごそうと思っていたらしいのです。

地元の人たちとも議論して、それは大変だったと後日聞きました。その後、区長をしたと

か、少しぼけてきたのかな、とか、うまくいったかどうか、今も後味の悪い記憶がありま

す。 

日高町での風車建設計画の中止(休止)も同じようなことがありました。なんせ我が家の目の

前に建設されるのですからね。祖母と曾祖母が日高町の生まれでした。二代も続くと親類

でいっぱいです。親父の兄弟や、祖父の兄弟の家もあるしね。いろんなチャンネルを使い

ました。私は、まったく影の人として、資料を渡して頼むしかありませんでした。 

この手紙は、ですから誰にも見せない方が良いかもしれません。風力発電事業の恐ろしさ

を見ているのは、日本全体でもほんの数人です。言葉にできるのは、3～4 人でしょう。下

関に、これまで書いた事を理解できる人がいるとは思えません。平生町の太田幸生さんな

ら少しは分かるでしょう。まだ生きているかな。 

長周新聞はすでに舵を切った、と感じました。お気をつけください。 
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